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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫
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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫
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�広報まつまえ 平成１８年４月号
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���������
��松前桜音頭パレード（唐津～松前公園）
���������	
�����
��金子�亭生誕百周年記念特別展（総合センター）
　　　《町内全児童・生徒参加》
���������
��記念人文字空撮（松前公園）
���������
��記念式典（松前城観濤台）
��北海道奴振り大会（唐津～松前公園）
���������	�
����
��松前城下市《産業まつり》
　　　　　　　　　　（沖口役所周辺～松城）
���������
��記念講演会（総合センター）
���������
��記念植樹（茂草、静浦、札前）��
���
��町民綱引き大会《地域、職場対抗》 �
����������
��記念コンサート（パートナーシップランドいさりび）
����
��記念ＤＶＤ作成

��������

※各イベントの詳細は、今後随時お知らせします。
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さ
く
ら
ま
つ
り
で
賑
う
城
下
に
、
町
民
が
結
集
し
、

　

参
加
者
の
心
ひ
と
つ
に
松
前
桜
音
頭
を
舞
い
踊
る
。

���������	
�������
��松前さくらまつり（松前公園）
��������	
��魚つきの森植樹・講演会（原口沿道　他）
��������	
����
��パークゴルフ全国大会（松前町・福島町パークゴルフ場）
���������
��少年野球教室・交流会（町民野球場）
���������	�
����
��松前城下時代まつり（町内）
���
��スポーツ少年団剣道交流大会（松城小学校）

��������



� 広報まつまえ 平成１８年４月号

一
方
通
行　
　
　
　
　

４
月　

日（
土
・
祝
）〜
５
月　

日（
日
）

２９

１４

４
月
８
日
オ
ー
プ
ン
／
松
前
藩
屋
敷

４
月　

日
オ
ー
プ
ン
／
松
前
城
資
料
館
・
郷
土
資
料
館

１０

■
開
館
時
間　

松
前
藩
屋
敷
、
松
前
城
資
料
館
、
郷
土
資
料
館

　
　
 
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
開
館
期
間　

松
前
藩
屋
敷　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
上
旬
ま
で

１１

　
　
　
　
　
　

松
前
城
資
料
館
、
郷
土
資
料
館　
　

月　

日
ま
で

１２

１０

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
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松
前
観
光
協
会
で
は
、
４
月　

日
（
土
）
か
ら
５
月　

２９

２１

日
（
日
）
ま
で
に
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
方
か
ら
駐
車
場

の
整
理
・
清
掃
に
係
る
費
用
（
各
駐
車
場
と
も
１
回　

円
）

５００

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�


�
�
�
�

������
凡例 　　　 第１～第８駐車場
　　 　　　 進入禁止

　さくらまつり期間中、町外からたくさんの観桜客が訪れます。皆さまで歓迎し、公
園や駐車場などの問い合わせ、観光案内などもてなしの心でお迎えくださいますよう、
町民皆さまのご協力をお願いいたします。

○車両はこの略図のとおり規制されますので、ご協力をお願いいたします。

��������	
��
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��������	������������������	
�

■公園内への車両の進入　
　・４月２９日（土）から５月２１日（日）までは２４時間禁止

■車両規制通行許可申請
　・やむを得ず通行禁止道路の通行が必要な方に限り、通行

許可証を発行します。
　　　ただし、日中は観桜客による人混みが予想されること

から通行を許可する時間帯は午後５時から翌朝午前８時
３０分までとしますので、ご協力願います。

　　手続きは松前警察署でできます。
  　（免許証と車検証の写しを持参してください）

■一方通行　
　・４月２９日（土）から５月１４日（日）まで　　区間が一方通行

■違法駐車禁止
　・さくらまつり期間中、通行者や車両の混雑が予想されま

すので、違法駐車をしないようご協力をお願いします。

※車両規制等変更になる場合がありますので、交通標識を確認のう
え、通行してください。



�広報まつまえ 平成１８年４月号

　

現
在
使
用
し
て
い
る
松
前
町
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

４
月　

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
て

３０

使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
そ
の
保
険
証
の
更
新

を
次
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
更
新
し
て
く
だ
さ

い
。

�
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�
�
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�
	



◎
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者

証
（
世
帯
全
員
の
分
）

◎
印
鑑
（
代
理
人
が
受
領
さ
れ
る

場
合
の
み
）

※
な
お
、
都
合
に
よ
り
決
め
ら
れ

た
日
時
に
お
い
で
に
な
れ
な
い
方

は
、
更
新
の
日
程
終
了
後
に
役
場

ま
た
は
各
支
所
で
更
新
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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更　　新　　会　　場受　付　時　間地　区　名月日（曜日）

 茂草町内会館９：３０～１１：３０茂　　　草

４月１０日（月）
 静浦老人憩の家１３：３０～１５：３０静　　　浦

 札前児童館９：３０～１１：３０札　　　前

 小島地区基幹集落センター１３：３０～１５：３０赤　　　神

 荒谷寿の家９：３０～１１：３０荒　　　谷

４月１１日（火）
 白神寿の家１３：３０～１５：３０白　　　神

 月島福祉の家９：３０～１１：３０月　　　島

 館浜生活改善センター１３：３０～１５：３０館　　　浜

 朝日寿の家９：３０～１１：３０朝日・上川

４月１２日（水）
 大沢老人憩の家１３：３０～１５：３０大　　　沢

 大磯町内会館９：３０～１１：３０大磯・博多

 漁民センター１３：３０～１５：３０弁天・建石

 清部生活改善センター９：３０～１１：３０清　　　部

４月１３日（木）
 原口老人憩の家１３：３０～１５：３０原　　　口

 パートナーシップランド

「いさりび」
９：３０～１５：３０江　　　良

 役　　　　　　場９：３０～１５：３０
豊岡・福山

松城・唐津
４月１４日（金）

　

高
齢
化
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
医

療
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
国
保
財
政
は
赤
字

続
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
赤
字
が
続
け
ば
、

保
険
税
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
ば
か
り
か
、
国
保
の

運
営
自
体
が
行
き
詰
ま
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に
も
皆
様
が
医

療
費
の
ム
ダ
を
は
ぶ
き
、
上
手
に
医
療
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

����������	
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�

��������	
��
��



広報まつまえ 平成１８年４月号�

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
急
増
し
て
い
る
死

者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
数

は
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に　

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
が
全
死
者
数
の
半
数

以
上
を
占
め
て
お
り
、
高
齢
者
は

年
齢
的
な
運
動
能
力
の
衰
え
や
、

ひ
と
り
で
は
避
難
行
動
が
と
れ
な

い
可
能
性
が
高
い
な
ど
、
と
っ
さ

の
場
合
の
対
応
が
と
り
に
く
い
こ

と
が
被
害
を
大
き
く
し
て
い
る
原

因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
世
帯
で
は
火
災
が

発
生
し
た
場
合
、
家
族
の
援
助
が

困
難
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
万
が
一

に
備
え
日
頃
か
ら
近
所
の
人
と
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
防
火
・
避
難

協
力
体
制
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
ま
で
消
防
法
の
規
制
を
受
け

る
こ
と
の
な
か
っ
た
一
般
住
宅
に

今
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
の
設
置
（
新
築
住
宅
に

あ
っ
て
は
６
月
１
日
以
降
に
着
工

す
る
も
の
。
ま
た
、
既
存
住
宅
に

あ
っ
て
は
平
成　

年
５
月　

日
ま

２３

３１

で
）
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
多
数
の
方
が
火
災
に
よ

り
な
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
近
年

急
増
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
約

７
割
が
、
火
災
の
発
生
に
気
づ
く

の
が
遅
れ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
犠

牲
者
は
午
前
０
時

台
か
ら
午
前
５
時

台
の
就
寝
時
間
帯

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
災

か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に
重
要
と

な
る
の
が
、「
早
期
発
見
」
で
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
素
早

く
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い

ち
早
く
避
難
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
生
命
が
助
か
る
可
能
性
も

高
く
な
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は
火
災

発
生
に
伴
う
煙
や
熱
を
感
知
し
ブ

ザ
ー
等
で
危
険
を
知
ら
せ
る
も
の

で
火
災
を
検
知
す
る
機
能
と
警
報

を
発
す
る
機
能
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
も
の
で
、
火
災
の
早
期
発

見
に
非
常
に
役
立
つ
防
災
機
器
で

す
。

　

下
記
の
グ
ラ
フ
は
米
国
に
お
け

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
普
及

率
と
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
を

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

　

一
般
住
宅
へ
の
設
置
の
義
務
化

に
よ
る
普
及
率
の
増
加
と
と
も
に

火
災
に
よ
る
死
者
数
が
減
少
、　
２０

年
で
約
２
分
の
１
に
ま
で
減
少
し

て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
も
住
宅
用
火
災
警
報

器
等
の
設
置
の
有
無
で
み
た
「
住

宅
火
災　

件
当
た
り
の
死
者
数
」

１００

で
は
そ
の
数
は
３
分
の
１
以
下
に

減
少
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は
、
防

災
設
備
取
扱
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
家
電
量
販
店
等
で
購
入
で

き
、
資
格
が
な
く
て
も
（
一
部
機

器
を
除
く
）
簡
単
に
取
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
購
入
の
目
安

と
し
て
、
上
記
鑑
定
マ
ー
ク
付
き

の
製
品
が
安
心
で
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

消
防
職
員
の
よ
う
な
服
装
で

「
消
防
署
の
方
か
ら
き
ま
し
た
。」

と
消
防
職
員
の
ふ
り
を
し
て
販
売

し
た
り
、「
火
災
警
報
器
の
設
置
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
、
今
す
ぐ

設
置
し
な
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
ま

す
。」等
事
実
を
偽
っ
て
不
当
に
高

額
な
商
品
や
粗
悪
な
商
品
を
売
り

つ
け
ま
す
。
消
防
署
員
や
消
防
団

員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売

し
た
り
、
特
定
の
業
者
に
販
売
を

委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
不
審

に
感
じ
た
ら
消
防
署
予
防
係
（�

　

－

２
１
１
９
）
に
ご
連
絡
く
だ

４２さ
い
。
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Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
肺
停
止
の
時
に
使
用
す
る
救
命
機
器
で
す
。
心
肺
停

止
に
よ
り
倒
れ
た
と
き
、
救
急
車
が
到
着
す
る
前
に
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
と
も
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
心
臓
へ
の
除
細
動
（
電
気
シ
ョ

ッ
ク
）
を
行
う
こ
と
で
命
が
救
わ
れ
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
一
般
の
人
で
も
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
っ
て
簡
単
に

操
作
で
き
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
使
う
た
め
に
訓

練
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。　

　

松
前
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
を
随

時
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　

松
前
消
防
署
救
急
係
（�
　

－

２
１
１
９
）

４２



�広報まつまえ 平成１８年４月号
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　冬に積もった雪も解けて、暖かな春の季節がやってきました。この時期は交通量が増加し、通学通園に
不慣れな児童・園児の飛び出しや、車両によるスピードの出し過ぎなどの交通事故が特に心配されます。

�������

・決められた通園通学路を通り、道路を渡るときは必ず左右を確認、青信号でも安全を確かめましょう。
・遊ぶときは安全な場所を選び、車道では絶対に遊ばないようにしましょう。

�������

・子供の行動は予測困難で危険が伴うことを認識し、運転中はゆとりをもって子供の早期発見に努め、十
分注意しましょう。

���������	
����
　死亡者の５３.８％が非着用者です。エアバックは補助装置にすぎません。

��������	
����
　スピードの出し過ぎは交通事故のもとです。ゆとりを持って運転しましょう。

���������	


��������	
��
�
　平成１７年中の交通死亡事故３０２人中１１９人（３９.４％）が高齢者（６５才以上）です。
　歩行者では全体の６７.４％。自転車利用者では全体の６４.３％が高齢者となっています。

��������	
��

　ほんの一杯ぐらいが事故に！　違反すると３年以下の懲役または５０万円以下の罰金です。
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国
民
年
金
は
、　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
方
が
全
て
加
入
す
る
制
度

で
す
。
病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障
害

が
残
っ
た
と
き
の
「
障
害
基
礎
年

金
」
や
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
っ

た
と
き
の
「
遺
族
基
礎
年
金
」
と

い
っ
た
保
障
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
老
後
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
「
老
齢
基
礎
年

金
」
も
あ
り
ま
す
。

　

自
営
業
、
漁
業
、
フ
リ
ー
タ
ー

な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、
保

険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
���

�
�
�
�

　

前
納
が
お
ト
ク
で
す
。

　

前
も
っ
て
、
１
年
分
（
半
年
分
）

ま
た
は
一
定
期
間
分
の
保
険
料
を

一
括
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
保
険

料
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で

す
。

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
１
年
分

１８

ま
た
は
半
年
分
を
前
納
す
る
場
合
、

納
付
書
を
使
用
し
て
納
付
す
る
期

限
は
、
平
成　

年
４
月
末
日
ま
で

１８

で
す
。

※
５
月
以
降
も
前
納
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
の
方
は
役
場
又
は
各
支

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
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平
成　

年
３
月
ま
で
は
、
障
害

１８

基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
（
遺

族
厚
生
年
金
）
の
受
給
権
が
あ
る

場
合
は
、
同
時
に
複
数
の
年
金
を

受
給
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ど
ち

ら
か
一
方
の
年
金
を
選
択
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

　

平
成　

年
４
月
か
ら
は
、
制
度

１８

の
改
正
に
よ
り
、

①　

歳
以
上
の
方
で
、
②
障
害
基

６５
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
（
又
は

退
職
共
済
年
金
）、障
害
基
礎
年
金

と
遺
族
厚
生
年
金
（
又
は
遺
族
共

済
年
金
）
の
受
給
権
が
あ
る
方
は
、

両
方
の
年
金
を
同
時
に
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�
�
�
�

　

右
の
①
及
び
②
に
該
当
し
、
両

方
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

選
択
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

年
金
証
書
及
び
印
鑑
を
持
参
の
上
、

役
場
保
健
福
祉
課
窓
口
グ
ル
ー
プ

又
は
各
支
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

�
��
�
�
�
�
�
	
�
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�
�
�
�
�
�
�
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保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま
放

置
す
る
と
・
・
・

『
将
来
の
老
齢
年
金
』
や
『
万
一

の
時
の
障
害
年
金
』
が
受
け
取
れ

な
い
、
な
ど
の
不
利
益
を
こ
う
む

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
必
ず
納
付
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

��������	�
��
�

����������	�
��
���

����������	
�����

�����������	
��
�����

���������	
��
�����

��������	�
���
��������

��������	
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�
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��������	

��������	
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��������������������

��������������������

������������������

※相談日は、毎月「まちのカレンダー」に掲載します。

����������������������������

�������������������������������������

��������������

������������������	�
����������

平成１８年度の函館社会保険事務所職員による年金相談の日程は、次のとおりですので厚生年金
の請求等について、お気軽にご相談ください。

���������������	�
�����
����

��������

※障害基礎年金のみの方が金額が高くなり、障害基礎年金を選択するケースが多い。
　⇒働いて厚生年金等の保険料を納付したことが、年金給付に反映されにくい。

　障害基礎年金と老齢厚生年金を、同時に受給することができ
るようになったことで、働いて厚生年金等の保険料を納付した
ことが、年金額に反映されるようになった。

�������

ど ち ら か 一 方 を 受 給 障害基礎年金
老齢厚生年金

老齢基礎年金

老齢厚生年金

障害基礎年金

��������	
����
����

��������	
��
��



�広報まつまえ 平成１８年４月号

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
今
年
も

花
粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
は
花
粉
の
飛
ぶ
量
が
多

い
と
の
予
測
で
、
か
な
り
警
戒
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
、
記
憶
に
新
し

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
ス
ギ
花

粉
予
想
は
、
全
国
的
に
例
年
よ
り

少
な
め
と
い
う
見
込
み
だ
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
花
粉
症
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
は
大
変
な
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　

現
在
、�
�
�
��
�
�
�
	

��

�
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
粉
症
と
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

な
ど
の
植
物
の
花
粉
が
原
因
と
な

っ
て
、
く
し
ゃ
み
・
鼻
み
ず
な
ど

の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起
こ
す
病

気
で
す
。
日
本
は
南
北
に
長
い
地

形
の
た
め
、
北
海
道
は
ス
ギ
が
少

な
く
シ
ラ
カ
バ
花
粉
症
が
多
い
な

ど
、
地
域
に
よ
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
体
に
害
と
な

る
も
の
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
働

き
が
過
剰
に
な
り
、
害
で
な
い
も

の
に
ま
で
反
応
し
て
し
ま
う
こ
と

を
い
い
ま
す
が
、
花
粉
以
外
に
も

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
ダ
ニ
、
食
物
な

ど
様
々
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
の
症
状
は
、
風
邪
の
症

状
と
似
て
い
る
た
め
、
始
め
の
う

ち
は
「
風
邪
か
も
？
」
と
思
い
が

ち
で
す
。

　
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
な
ど
は
花
粉
症
の
典
型
的
な
症

状
で
す
が
、
他
に
も
、�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	



�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
な
ど
全
身
の
働
き
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
は
つ
ら
い
症
状
に
悩
ま

さ
れ
る
病
気
で
す
。
症
状
を
少
し

で
も
や
わ
ら
げ
る
に
は
、
早
め
に

原
因
を
調
べ
て
対
策
を
た
て
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
本
当
に
花
粉
症
な
の
か
診
断

を
受
け
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

を
確
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

治
療
方
法
と
し
て
は
、�
�
�

�
�
（
花
粉
の
飛
び
始
め
る
２
週

間
前
か
ら
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を

用
い
る
）、��
�
�
（
症
状
に
あ

わ
せ
て
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
や
抗

ア
レ
ル
ギ
ー
薬
、
ス
テ
ロ
イ
ド
を

使
い
分
け
る
）、��
�
�
�
（
ア

レ
ル
ゲ
ン
の
花
粉
の
抽
出
液
を
少

し
ず
つ
注
射
し
、
体
を
花
粉
に
な

ら
し
て
い
く
）
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
早
め
に
対
処
し
、

き
ち
ん
と
治
療
を
続
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

な
る
べ
く
花
粉
が
体
に
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
工
夫
す
れ
ば
症
状

を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

晴
れ
て
暖
か
い
日
、
風
の

強
い
日
が
、
花
粉
症
の
人
に

厄
日
。
雨
の
日
は
花
粉
は
飛

び
ま
せ
ん
が
、
翌
日
は
前
日

分
も
飛
ぶ
の
で
要
注
意
！

　

１
日
の
中
で
も
午
前
６
時

頃
か
ら
午
後
３
時
ま
で
が
多

く
、
そ
の
後
徐
々
に
減
少
し

て
い
き
ま
す
。
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ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
が
関
係
し
て

い
ま
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

人
が
み
な
花
粉
症
を
発
症
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
内
の
血

液
の
流
れ
や
質
、
水
分
の
状
態
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
な
ど
の
体
内
環

境
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
免
疫

機
能
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
花
粉
症

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◇
旬
の
食
物
を
使
っ
た
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
大
豆
製
品
・

野
菜
・
海
藻
類
な
ど
を
し
っ
か

り
食
べ
る

◇
体
を
冷
や
さ
な
い

◇
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
で
体
を

ほ
ぐ
す

◇
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
睡

眠
を
十
分
に
と
る

◇
ス
ト
レ
ス
は
早
め
に
解
消

　

も
は
や
国
民
病
と
い
わ
れ
て
い

る
花
粉
症
で
す
が
、
セ
ル
フ
ケ
ア

を
き
ち
ん
と
行
い
、
症
状
を
緩
和

し
、
つ
ら
い
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。
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１～２週間長引く�������

続いても３～４回７～８回続けてでる����

サラサラから
ネバネバになる

透明でサラサラが続く��

出る出ることはあまりない�

軽いひどい　両方つまる����

あまりないかゆみ・充血・涙・目やに�����
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 （都合により内容が変更になる場合もあります）

　子どもの発達がちょっと心配～、おむつがなかなかとれない～、同年代の子どもと遊ぶ場所が欲し

い～など子育ての不安や相談、また親子の集いや交流の場として気軽にご利用ください。

　◇開設場所　　清部保育所

　◇対　　象　　就学前までの親子

　◇開設日時　　平成１８年４月～（月曜日～金曜日）　

　　　　　　　　１０：００～１１：３０

　◇利 用 料　　無料（製作等の教材費については別途個人負担となります）

　※登録申請が必要ですので、事前にお問い合わせください。

　◎月１回次のとおりイベントを予定しています。
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　保護者の急病や入院、冠婚葬祭、家族の看護や介護などで緊急、一時的に保育が必要となる児童に

対し行います。

　◇開設場所　　清部保育所 　

　◇対象児童　　１歳から就学前までの児童

　◇開 設 日　　平成１８年４月～（１ヵ月１２日を限度とします）

　◇保育時間　　８：００～１６：００（保護者の送迎が必要です）

　◇利 用 料　　１日　１,８００円

　※事前に申込書を保育所に提出していただきますが、急用の場合は保育所までご相談ください。
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��広報まつまえ 平成１８年４月号

����

江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し

江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し

小島地区いきいき教室
　　　 （１０：００～ �総 ）
耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１５：００ 町立）
�源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

定期健康相談（�健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
燃える粗大ごみ（白神～建石）

江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し

大沢地区いきいき教室
　　　 （１０：００～ �総 ）

栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（茂草・�健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）

眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
燃える粗大ごみ（館浜～原口）

※平日の診療科目の
　　　　　　　ほか
循環器内科診療　　
（８：３０～１１：００ 町立）
整形外科診療（北大）
（８：３０～１１：００ 町立）
耳鼻咽喉科診療　　
（８：３０～１１：００ 町立）
江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し

大島地区いきいき教室
　　　 （１０：００～ �総 ）
耳鼻咽喉科診療
（１３：３０～１５：００ 町立）
�源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）
眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（白神～建石）

江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し

松前地区いきいき教室
　　　 （１０：００～ �総 ）

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１２：００ �健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）

年金相談（９：００～１５：００ 役場）
１歳６カ月児・３歳児健診
　　　　（１２：３０～１３：１５ �総 ）
眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（館浜～原口）
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町立：町立松前病院
�町体 ：町民体育館
�総 ：町民総合センター
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター
�憩 ：老人憩の家　�会館 ：町内会館
�健 ：健康センター
�福 ：月島福祉の家

�寿 ：寿の家
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
�ふ ：ふれあい公園パークゴルフ場
�社協 ：社会福祉協議会 �
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�����（１３：００～１５：００ 小島支所）
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　　　（～５月２１日）
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�� 広報まつまえ 平成１８年４月号
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カンほか
カン、紙パック、ダンボール、古紙、その他の紙

ビンほか
ビン、ペットボトル、その他のプラスチック

��������	
��
�
�健 ：健康センター　　　　１０：００～１４：００
茂草：茂草町内会館　　　１２：３０～１４：３０

���������	
貸出時間　１３：００～１５：００　場所　江良�町体 

資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：川菱商会

リハビリ教室（１３：３０～１５：３０ �総 ）
股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ 町立）
資源ごみ ビンほか（清部・江良・原口）資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）スタンド営業：太平洋石油

資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：前側石油

母親学級（１３：３０～１５：００ �健 ）
資源ごみ ビンほか（清部・江良・原口）資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）スタンド営業：川菱商会

胃・肺がん検診申し込み受付開始スタンド営業：全店営業

��

��

��

���

��

��

��

� �

�

��

��

��

�

�� ������	
������������	


��

�� ������	
������������	


��������	���
��

�������

�����（１３：００～１５：００ 大沢支所）

�����（１３：００～１５：００ 大島支所）
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��広報まつまえ 平成１８年４月号
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３
月
５
日
、
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
で
「
第　

回
松
前
地
区
春
の

３０

芸
能
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
芸
能
祭
は
、
松
前
地
区
文

化
団
体
協
議
会
が
主
催
し
、
今
年

は
松
前
城
築
城　

年
を
記
念
し
た

４００

「
四
百
年
苔
む
す
城
壁
松
前
城
」

を
テ
ー
マ
に
保
育
所
の
園
児
か
ら

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
ま
で
例
年
を

上
回
る
約　

名
が
出
演
し
ま
し
た
。

２００

　

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
太
鼓
や
舞
踊
・
歌
謡
な
ど

を
次
々
と
披
露
し
、
出
演
者
の
熱

気
と
延
べ　

人
の
観
客
の
声
援
で

４００

会
場
は
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
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２
月　

日
、
株
式
会
社
菅
原
組

２１

か
ら
松
前
の
さ
く
ら
の
た
め
に
と

　

万
円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、
代

１００表
取
締
役
の
菅
原
徹
さ
ん
か
ら
前

田
町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
さ
く
ら
と
城
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
基
金
条
例
に
基
づ
き
同

基
金
に
積
み
立
し
、
今
後
の
さ
く

ら
の
育
成
や
保
護
な
ど
の
た
め
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
は
多
額
の
ご
寄
付
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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３
月　

、　

日
の
２
日
間
、
松

１０

１１

前
花
の
会
（
会
長
岡
本
清
治
）
が
、

今
年
も
き
れ
い
な
花
が
咲
く
よ
う

に
と
、
さ
く
ら
の
枝
の
せ
ん
定
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
藩
公
墓
所
周
辺
の
染
井

吉
野
を
中
心
に
、
高
所
作
業
車
を

使
い
、
大
が
か
り
な
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

花
芽
を
つ
け
る
前
の
こ
の
時
期
、

伸
び
す
ぎ
た
枝
や
、
テ
ン
グ
ス
病

な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
枝
が

切
り
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
、
残
雪
の
中
花
の
会

会
員
は
、
一
生
懸
命
作
業
し
て
い

ま
し
た
。
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４
月　

日
か
ら
５
月　

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
『
第　

２９

２１

５９

回
松
前
さ
く
ら
ま
つ
り
』
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
松
前
の
象
徴
で
あ
る
城
と

本
丸
御
門
を
中
心
に
、
松
前
城
築
城
四
〇
〇
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
る
行
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
道
内
の
Ｊ
Ｒ
各
駅
や
官
公
庁
の

ほ
か
、
姉
妹
都
市
な
ど
に
も
配
布
さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。



広報まつまえ 平成１８年４月号��

　

こ
の
た
び
、
北
海
道
が
募
集
し

た
「
第　

回
全
道
中
学
生
の
税
を

２０

テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
募
集
」

に
お
い
て
、
松
前
中
学
校
の
可
香

葵
さ
ん
（
２
年
）
が
北
海
道
教
育

委
員
会
教
育
長
賞
入
選
、
横
山
歩

惟
さ
ん
（
２
年
）
が
渡
島
支
庁
長

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
道
か
ら
５
、
１
３

５
点
の
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
選

ば
れ
た
も
の
で
、
作
品
は
後
日
、

函
館
市
で
行
わ
れ
る
「
税
を
テ
ー

マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
展
」
や
役
場
、

渡
島
支
庁
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
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３
月
７
日
、
松
前
警
察
署
に
お

い
て
、
交
通
事
故
死
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
返
上
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ
る

警
察
本
部
長
・
松
前
警
察
署
長
連

名
賛
辞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
昨
年　

年
ぶ
り
に
交
通

１４

事
故
死
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
返
上
を
達

成
し
、
町
内
で
特
に
交
通
安
全
運

動
な
ど
に
尽
力
し
た
、
菅
原
組
松

前
支
店
、
松
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
松
前
地
区
安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
、
白
神
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
ク
ラ
ブ
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、

白
神
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
代
表
の

川
内
谷
弘
志
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
少
し
で
も
交
通
事
故
を
な
く
す

た
め
に
、
交
通
安
全
運
動
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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３
月
１
日
、
平
成　

年
度
松
前

１７

高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
在
校
生
、

先
生
方
に
見
守
ら
れ
る
な
か
、
卒

業
生　

名
一
人
ず
つ
に
、
卒
業
証

７４

書
が
桝
田
規
文
校
長
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
佐
々
木

由
香
里
さ
ん
は
、『
今
、
一
緒
に
い

る
友
達
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、

き
っ
と
応
援
し
て
く
れ
る
友
達
が

い
ま
す
。
私
達
は
困
難
に
も
、
く

じ
け
ま
せ
ん
。
必
ず
乗
り
越
え
ま

す
。』と
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
答
辞
と
し
て

贈
り
、
松
前
高
校
を
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。
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こ
の
ほ
ど
、
田
中
悠
宇
兵
く
ん

（
白
神
小
６
年
）
と
川
村
太
郎
く

ん
（
白
神
小
３
年
）
が
、
三
重
県

主
催
の
平
成　

年
度
全
国
俳
句

１７

「
木
の
一
句
」
で
、
佳
作
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
三
重
県
が
俳
句
を
用

い
た
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
、
白
神
小
学
校
で
初
め

て
応
募
し
た
と
こ
ろ
全
国
約　

万
１０

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
テ
ー
マ
部
門　

佳
作
】

◇
田
中
悠
宇
兵
く
ん

み
の
む
し
が
木
の
先
っ
ぽ
で
ブ
ラ

ン
コ
だ

【
雑
詠
部
門　

佳
作
】

◇
川
村
太
郎
く
ん

こ
お
ろ
ぎ
が
夜
中
に
な
い
て
大
え

ん
そ
う
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３
月
３
日
、
松
前
南
殿
荘
へ
日

本
財
団
の
助
成
に
よ
り
福
祉
車
両

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
車
い
す
利
用
者
が
外

出
す
る
際
に
車
い
す
に
乗
っ
た
ま

ま
乗
車
で
き
る
車
両
で
、
主
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

利
用
者
の
送
迎
に
使
わ
れ
て
お
り
、

理
事
長
の
西
澤
長
三
郎
さ
ん
は
、

「
高
齢
者
の
病
院
へ
の
通
院
な
ど

に
も
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
う
な

ど
、
松
前
町
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

福
祉
の
た
め
に
役
立
っ
て
ほ
し

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

可可香香　 葵 さ葵 さん 横山ん　　横山 歩歩惟惟 ささんん

白神ドライバークラブ白神ドライバークラブ
代表 川内谷弘志さん代表　川内谷弘志さん

川村太郎くん 田中悠宇兵くん川村太郎くん 　田中悠宇兵くん
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２
月　

日
（
日
）、
町
民
体
育
館
で
、
第　

２６

２４

回
松
前
町
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
男
女
混
合
の
部
８
チ
ー

ム　

名
、
女
子
の
部
５
チ
ー
ム　

名
が
参
加

４３

２６

し
、
笑
い
と
熱
い
声
援
の
中
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

優　

勝　
　

ブ
ラ
ザ
ー
ズ

　

準
優
勝　
　

ク
ラ
ブ　
３０

　

第
３
位　
　

愛
好
会

�
�
�
�
�

　

優　

勝　
　

キ
ュ
キ
ュ

　

準
優
勝　
　

さ
く
ら
美
人

　

第
３
位　
　

見
返
り
美
人

 

　

松
城
小
学
校
で
は
、
資
源
の
有
効
活
用
の

た
め
児
童
会
が
中
心
と
な
り
、
昨
年　

月
か

１０

ら
２
月
ま
で
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
活
動
を
行

い
、
児
童
の
家
庭
な
ど
の
協
力
に
よ
り　

㎏
５６

が
集
ま
り
、
３
月
３
日
（
金
）
に
教
育
委
員

会
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
後
日
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
交
換
さ
れ
、
学

校
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

海
上
自
衛
隊
プ
ー
ル
が
、
周
年
利
用
で
き

ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
・
文
化
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
、
写
真
（
縦

３
㎝
・
横　

㎝
）
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ

２.５

い
。

　

な
お
、
利
用
料
は
無
料
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
・
文
化

教
育
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

３
０
６
０
）
へ
お

４２

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

��
��
��
�

　

平
成　

年
度
か
ら
、
午
前
中
は
団
体
へ
の

１８

貸
付
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、
午
後
か
ら
は
従
来
の
と
お
り
一
般

開
放
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
・
文
化

教
育
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

３
０
６
０
）
へ
お

４２

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

昭
和　

年
か
ら
運
行
し

６３

て
ま
い
り
ま
し
た
移
動
図

書
館
「
さ
く
ら
号
」
が
、

３
月
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
で

は
、
郵
便
局
の
協

力
を
得
て
、
町
内

４
ヶ
所
の
郵
便
局

（
ロ
ビ
ー
）
に
図

書
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
・
文
化

教
育
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

３
０
６
０
）
へ
お

４２

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

伝
統
芸
能
「
白
神
タ
ナ
バ
タ
」
を
復
活
さ

せ
て
伝
承
し
よ
う
と
、
町
内
の
有
志
が
今
年

５
月
の
松
前
城
築
城　

年
祭
（
北
海
道
奴
振

４００

り
大
会
）
で
の　

年
ぶ
り
の
復
活
演
舞
に
向

１２

け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
演
技
の
際

に
身
に
つ
け
る
赤
や
ピ
ン
ク
長
じ
ゅ
ば
ん
が

不
足
し
て
い
ま
す
。

　

譲
っ
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
教
育
委
員

会
事
務
局
文
化
教
育
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

３

４２

０
６
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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文
化
教
育
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

３
０
６
０

４２

曜
日
等

火
・
木
曜
日

土
・
日
及
び

祝
祭
日

利　

用　

時　

間

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
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�
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白 神 郵 便 局

松 前 郵 便 局

静 浦 郵 便 局

原 口 郵 便 局
※開設時間は、郵便局の
　営業時間となります。
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広報まつまえ 平成１８年４月号��

　

今
度
お
世
話
に
な
る
秋
山
と
申

し
ま
す
。
松
前
町
の
印
象
は
以
前

旅
行
で
来
て
、
松
前
城
周
辺
を
歩

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
く
に

見
え
て
も
道
が
迷
路
の
よ
う
な
お

城
周
辺
、
非
北
海
道
的
な
感
覚
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
厚
岸
の
漁
家
の
長
男
と
し

て
高
卒
ま
で
厚
岸
で
育
ち
、
コ
ン

ブ
採
り
な
ど
も
経
験
が
あ
り
ま
す
。

海
と
山
と
歴
史
の
あ
る
松
前
に
妻

と
と
も
に
町
民
と
し
て
参
り
ま
す
。

よ
い
季
節
に
向
っ
て
松
前
の
歴
史
、

風
土
、
文
化
に
触
れ
合
う
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
性

格
的
に
か
な
り
無
口
ら
し
く
、
物

を
喋
っ
て
も
主
語
を
省
略
し
意
図

が
伝
わ
り
に
く
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　

平
成　

年
度
に
当
院
で
初
期
研

１４

修
を
行
い
、
そ
の
後
羽
幌
町
、
焼

尻
島
（
ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー
）、
黒
松

内
町
で
勤
務
し
ま
し
た
。
今
日
の

僕
が
あ
る
の
は
、
松
前
町
、
松
前

町
民
の
お
か
げ
で
あ
り
、
ぜ
ひ
そ

の
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
、
当

院
で
の
勤
務
を
決
意
し
ま
し
た
。

松
前
に
は
お
い
し
い
も
の
が
豊
富

に
あ
り
ま
す
が
、
前
回
は
思
う
存

分
堪
能
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

釣
り
も
山
菜
採
り
も
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

４
年
前
と
は
違
っ
た
視
点
で
、

余
裕
を
持
っ
て
皆
様
の
診
療
に
当

た
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
ま
た
、
前
回
見
え
て

い
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
て
く
る

か
と
思
う
と
、
そ
れ
も
ま
た
非
常

に
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

待
ち
に
待
っ
た
春
で
す
！　

家

庭
菜
園
で
の
野
菜
作
り
が
始
ま
り

ま
す
ね
。
下
手
の
横
好
き
で
す
が
、

私
も
楽
し
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

苗
も
だ
い
ぶ
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
は
お
し
っ
こ
が
近

い
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
し
っ
こ
が
近
い

方
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。

（
ア
）
緊
張
す
る
と
お
し
っ
こ
が

近
く
な
る
、（
イ
）
夜
の
間
だ
け
お

し
っ
こ
が
近
い
、（
ウ
）
昼
間
も
夜

も
近
い
、
な
ど
な
ど
。（
ア
）
は
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ど
な
た
も
経

験
さ
れ
た
こ
と
が
お
あ
り
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
イ
）
と

（
ウ
）
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
不
足
（
に
よ

っ
て 
膀
胱 
が
刺
激
を
受
け
や
す
く

ぼ
う
こ
う

な
っ
て
い
る
）
や
男
性
の
場
合
は

「 
前
立
腺  
肥  
大 
」
な
ど
が
あ
り
ま

ぜ
ん
り
つ
せ
ん 
ひ 
だ
い

す
。
後
者
は
前
立
腺
と
い
う
、
膀

胱
の
出
口
の
す
ぐ
下
に
あ
っ
て
尿

道
を
囲
ん
で
い
る
も
の
、
が 
腫 
れ

は

て
く
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
六
、

七
十
に
な
る
と
男
性
の
前
立
腺
は

腫
れ
て
く
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す

よ
。

　
（
イ
）
と
（
ウ
）
の
場
合
に
使
う

薬
に
は
三
通
り
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
の
薬
は
男
性
向
け
で
し
て
、
前

立
腺
の
部
分
の 
尿
道 
を
開
く
も
の
。

に
ょ
う
ど
う

こ
れ
に
よ
っ
て
お
し
っ
こ
が
出
や

す
く
な
り
膀
胱
に
残
る
尿
も
少
な

く
な
り
ま
す
。
男
性
の
場
合
に
ま

ず
試
す
の
は
こ
れ
。
二
つ
め
の
薬

は
、「
膀
胱
が
我
慢
強
く
な
る
薬
」

と
申
し
た
ら
わ
か
り
や
す
い
で
し

ょ
う
か
。
お
し
っ
こ
が
頻
繁
な

方
々
の
膀
胱
は
、
お
し
っ
こ
が
少

し
貯
ま
っ
た
だ
け
で
も
刺
激
を
受

け
て
す
ぐ
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な

る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
膀
胱
に
ち

ょ
っ
と
我
慢
強
く
（
＝
刺
激
を
受

け
に
く
く
）
な
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
薬
。
こ
の
薬
の
難
点
は
二
つ
。

一
つ
は
口
が
渇
く
こ
と
。
二
つ
め

は
膀
胱
の
出
口
が
閉
ま
っ
て
し
ま

い
、
お
し
っ
こ
が
出
に
く
く
な
っ

た
り
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
つ
目
の
薬
は
、「
膀
胱
が
尿
を
出

す
力
が
強
く
な
る
薬
」
で
す
。
こ

の
薬
が
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
の
は
、

膀
胱
が
力
が
な
く
て
尿
を
出
し
切

れ
て
い
な
い
と
き
、
つ
ま
り
、
膀

胱
に
「 
残
尿 
」
が
多
い
と
き
で
す
。

ざ
ん
に
ょ
う

一
方
、（
ア
）
で
真
剣
に
悩
ん
で
お

ら
れ
る
方
が
い
ら
し
た
ら
、「（
物

事
が
）
気
に
な
ら
な
く
な
る
薬
」

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
の
薬
を
使
う
か
は
、
原
因
や
、

お
し
っ
こ
の
あ
と
の
残
尿
が
ど
れ

く
ら
い
多
い
か
に
よ
り
ま
す
。
残

尿
が
多
い
と
き
に
「
膀
胱
が
我
慢

強
く
な
る
薬
」
を
使
う
と
、
ま
す

ま
す
残
尿
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
ね
。
残
尿
は
、
お
し
っ
こ
を

す
る
前
と
後
に
超
音
波
検
査
を
受

け
る
だ
け
で
簡
単
に
わ
か
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
町
立
松
前
病
院
で
受
け

ら
れ
る
検
査
で
す
。

　

他
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
は
水
分
の 
摂 
り
か
た
で
す

と

ね
。
水
分
を
た
く
さ
ん
摂
る
方
は
、

も
ち
ろ
ん
そ
の
分
だ
け
尿
が
多
く

な
り
ま
す
。
特
に
緑
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
は
カ
フ
ェ
イ
ン
と
い
う
物
質

が
入
っ
て
い
て
、
お
し
っ
こ
の
量

が
増
え
ま
す
。
夜
お
し
っ
こ
が
多

い
方
は
寝
る
前
の
水
分
は
少
な
め

と
い
う
の
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。

　

で
は
、
お
悩
み
の
方
、
普
段
の

受
診
の
つ
い
で
に
是
非
ひ
と
言
お

か
け
下
さ
い
！

松
前
町
立
松
前
病
院

　

院
長　
　

木　

村　

眞　

司
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��広報まつまえ 平成１８年４月号

　

今
私
達
が
普
通
に
暮
ら
し
て
い

る
だ
け
で
、
ひ
と
り
１
日
約　

グ
９００

ラ
ム
の
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
毎

日　

グ
ラ
ム
の
ご
み
を
減
ら
す
だ

１０
け
で
、
年
間
約　

ト
ン
も
の
ご
み

３８

が
減
る
計
算
に
な
り
ま
す
。　
　

■
必
要
が
な
く
な
っ
た
衣
類
は　

ま
わ
り
で
必

要
と
し
て
い

る
人
に
。
ま

た
、
使
い
古

し
の
衣
類
は

掃
除
に
利
用
。

■
詰
め
替
え
商
品
を

　

液
体
洗
剤
の

容
器
は
１
回

だ
け
で
捨
て

ず
に
、
詰
め

替
え
商
品
を

利
用
し
ま
し

ょ
う
。

■
量
り
売
り
の
利
用
を

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
イ
を
使
用

し
た
食
品
よ
り
も
量
り
売
り
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
過
剰
包
装
は
避
け
る

　

過
剰
包
装
は
ご
み
を
増
や
し
、

資
源
の
浪
費
で
す
。
贈
り
物
も

相
手
に
ご
み
を
贈
る
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ラ
ッ
プ
は
節
約
を

　

ラ
ッ
プ
は
使
わ

ず
に
密
閉
式
の

容
器
を
。

■
テ
ッ
シ
ュ
は
節
約
を

　

汚
れ
を
取
る
際

は
、
テ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
を
使

わ
ず
に
雑
巾
や

お
し
ぼ
り
を
使

う
こ
と
で
紙
の

ご
み
が
減
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

広
報
３
月
号
に
折
り
込
み
し
ま

し
た
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
そ

の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
欄
中
、「
ト

イ
レ
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
」
と
あ

る
の
は「
ト
レ
イ
、発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
」、
紙
パ
ッ
ク
欄
中
、「
ジ
ュ
ー

ス
の
バ
ッ
ク
」
と
あ
る
の
は
「
ジ

ュ
ー
ス
の
パ
ッ
ク
」
の
誤
り
で
し

た
。
つ
つ
し
ん
で
お
わ
び
し
、
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ご
み
を
捨
て
た
者
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
さ
れ
ま
す
。



�� 広報まつまえ 平成１８年４月号
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　松前城築城四〇〇年祭実行委員会（産業部会）では、「松
前城下市」（産業まつり）の出店者を募集しています。
　募集内容は次のとおりですので、締め切り期日までに申し
込みしてください。
■開催日時
　平成１８年５月１３日（土）午前９時～午後８時
　平成１８年５月１４日（日）午前９時～午後５時
■場　　所 　沖口広 場周辺（字松城）

�����

■出 店 等　出店は町内の各団体やその会員、個人等で町内
の生産物の販売や郷土料理等の飲食物販売、催
事用出店（焼き鳥、おでん等）とします。

■出店者負担金　１店５千円
※このほか、保健所の許可の関係から販売物により、上屋施
設（６棟限定）を使用する場合は、別途負担となります。

■申込期日　平成１８年４月７日（金）
■お問い合せ先
　産業振興課商工観光グループ　�４２－２２７５
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�
　松前に住んでいながら松前の歴史をよく知
らない、松前に転勤して来て松前のことをよく
知りたい。
　そんな町民の方々を対象に、松前ガイド協会
では、松前公園史跡ガイド体験会を開催します。
この機会に松前の歴史を学んでみませんか。
■日　時　４月２３日（日）
　　　　　午後１時１５分～２時（４５分間）
■参加料　無　料
■コース　松前城→松前神社→龍雲院→法幢
寺→松前藩主松前家墓所→桜見本園
■参加申込期間
　４月８日（土）～４月２２日（土）
■申込・お問合せ先
　参加を希望される方は、松前観光案内所（�
４２－３８６８）または産業振興課商工観光グループ
（�４２－２２７５）へお申し込みください。
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■広告掲載料(税込)
　①４.５��× ８.８��（下一段半分）５,０００円
　②４.５��×１７.８��（下一段）　　１０,０００円
■申し込み
　発行月の前月５日までに有料広告掲載申込書
を提出してください。
■申し込み・お問い合わせ先
　役場総務課政策推進グループ
　�０１３９－４２－２２７５
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��広報まつまえ 平成１８年４月号

　

平
成　

年
の
各
地
区
町
内
会
長

１８

と
町
内
会
連
合
会
の
役
員
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
し
く
２
名
の

方
が
町
内
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が
４
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時

よ
り
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

今
年
も
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く

プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

４
月
８
日
（
土
）
か
ら

　
　

月　

日
（
日
）
ま
で

１１

１９

�
�
�
�
�

　

午
前
９
時
か
ら

　

午
後
５
時　

分
ま
で

３０

�
�
�
�
�

　

別
表
の
と
お
り

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

シ
ー
ズ
ン
券
の
お
申
し
込
み
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
（�
　

－

３

４２

０
６
０
）
へ
料
金
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
今
年
か
ら
写
真
は
不
要
と
な
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

冬
期
間
閉
鎖
し
て
お
り
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
公
園
『
公
衆
ト
イ
レ
』

は
、
４
月
８
日
か
ら　

月　

日
ま

１１

１９

で　

時
間
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

２４
り
ま
す
。

　

こ
の
ト
イ
レ
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
利
用
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
利

用
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
快
適
な
利
用
が

で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、『
生
産
物
直
売
施
設
』
は

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
あ
れ

ば
１
日　

円
の
使
用
料
で
利
用
す

６００

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー

プ
（�
　

－

２
２
７
５
）
へ
お
問

４２

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
１

人
で
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
松
前

町
内
に
限
り
、
普
通
車
や
軽
自
動

車
を
使
っ
て
医
療
機
関
等
へ
の
送

迎
・
付
添
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
か
ら
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
に
加
え
、新
た
に
名
称
を『
ふ

れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
号
』
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
「
１
人
で
の

移
動
が
困
難
で
見
守
り
が
必
要
」

な
方
で
、
さ
ら
に
次
の
ど
ち
ら
か

に
当
て
は
ま
る
方
に
限
り
ま
す
。
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�
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料
金
（
片
道
）
は
、
大
島
地
区

か
ら
本
町
地
区
ま
で　

円
、
大
島

４００

地
区
以
外
か
ら
本
町
地
区
ま
で　
２００

円
で
す
。（
詳
し
い
内
容
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

　

事
前
登
録
制
で
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
、
松
前
町
社
会
福
祉
協

議
会
（�
　

－

２
２
７
０
）
に
お

４２

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町　
　

内　
　

会　
　

長　
　

名

原　

口

江　

良

清　

部

茂　

草

静　

浦

赤　

神

札　

前

館　

浜

建　

石

弁　

天

大　

磯

博　

多

唐　

津

松　

城

福　

山

豊　

福

月　

島

朝　

日

上　

川

東
朝
日

大　

沢

荒　

谷

白　

神

齊　

藤　
　

廣　

治

斉　

藤　
　

和　

夫

佐　

藤　
　
　
　

實

堀　
　
　
　

榮　

美

伊　

藤　
　

行　

雄

五
十
嵐　
　

幸　

一

寺　

田　
　

嘉　

弘

小
野
寺　
　

喜　

幸

疋　

田　
　

清　

美

工　

藤　
　

昭　

治

澤　

田　
　
　
　

章

加　

藤　
　
　
　
 

松　

尾　
　

佳　

清

熊　

谷　
　

喜
久
夫

森　
　
　
　

榮　

一

北　

川　
　

聖　

治

椎　

名　
　

五
十
吾

泊　
　
　
　

義　

光

伊　

瀬　
　

清　

勝

寺　

嶋　
　

貢　

也

寺　

澤　
　

嘉　

信

坪　

田　
　

喜　

男

平　

沼　
　

孝　

正
（
新
任
）

（
新
任
）

町
内
会
連
合
会
役
職
名

理　

事

理　

事

副
会
長

監　

事

理　

事

副
会
長

理　

事

会　

長

理　

事

監　

事

備　考 用　具 一日券
シーズン券

区　分
使用料発行月

中学生以
下は、無
料です。

２００円３００円

７,０００円４月・５月

町内の方
６,０００円６月
５,０００円７月
４,０００円８月以降

２００円４００円

９,０００円４月・５月

町外の方
８,０００円６月
７,０００円７月
５,０００円８月以降

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

注）シーズン券は、購入する月で使用料が変わります。
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広報まつまえ 平成１８年４月号��

　

多
く
の
人
が
山
菜
採
り
を
楽
し

む
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
こ

の
時
期
は
遭
難
騒
ぎ
が
後
を
絶
た

ず
、
と
き
に
は
、
死
亡
事
故
も
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
、
山
菜
採
り
の
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
行
き
先
、
帰
宅
予
定
時
間
な
ど

を
必
ず
家
族
や
知
人
に
知
ら
せ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
単
独
行
動
は
避
け
、
お
互
い
の

位
置
を
確
認
し
合
う
な
ど
迷
わ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
道
に
迷
っ
た
と
き
は
、
危
険
で

す
の
で
、
む
や
み
に
歩
き
回
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
事
前
に
目
的
地
の
天
候
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
天
候
の
急
変

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と

と
も
に
『
ゴ
ミ
』
は
、
絶
対
に
持

ち
帰
る
こ
と
。
ま
た
、
火
の
取
り

扱
い
や
後
始
末
は
き
ち
ん
と
す
る

な
ど
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
、

自
然
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

　

長
い
冬
ご
も
り
か
ら
目
覚
め
た

ヒ
グ
マ
は
、
空
腹
の
う
え
、
小
熊

を
連
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
エ

サ
を
求
め
て
活
発
に
行
動
し
て
い

る
た
め
、
大
変
危
険
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
二
人
以
上
で
入
林
し
、
単
独
行

動
は
避
け
、
笛
や
鈴
な
ど
で
音

を
出
し
て
、
ヒ
グ
マ
に
人
の
存

在
を
知
ら
せ
る
こ
と
。

●
日
の
出
前
、
日
没
後
、
降
雨
の

時
は
、
ヒ
グ
マ
が
活
発
に
行
動

す
る
の
で
入
林
は
さ
け
ま
し
ょ

う
。

●
残
飯
や
生
ゴ
ミ
な
ど
は
、
ヒ
グ

マ
の
エ
サ
と
な
る
の
で
捨
て
な

い
こ
と
。
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渡
島
西
部
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
は
、
遭
難
対
策
及
び
山
火
事
予

消
防
対
策
の
一
環
と
し
て
道
有
林

へ
の
一
般
入
林
者
に
対
し
、
次
の

よ
う
に
手
続
き
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

入
林
届
出
箱
を
ド
ゲ
沢
入
口
、

大
鴨
津
五
番
沢
林
道
入
口
（
松

前
町
）、
石
崎
左
股
林
道
入
口

（
上
ノ
国
町
）、な
ど
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
所
定
の
用

紙
に
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
入

し
て
入
林
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
五
番
沢
林
道
に
つ
き

ま
し
て
は
、
工
事
の
た
め
通
行

止
め
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

道
有
林
内
に
は
、
事
業
箇
所

や
一
部
悪
路
で
通
行
困
難
な
箇

所　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
行

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
通
行
禁
止
の
看
板
が

設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
立

ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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厚
生
労
働
省
で
は
、
一
般
飲
食

業
・
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
な
ど

地
域
貢
献
事
業
に
設
定
さ
れ
て
い

る
分
野
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

新
た
に
会
社
を
設
立
又
は
個
人
事

業
を
開
業
し
、
２
人
以
上
の
労
働

者
を
雇
用
し
た
事
業
主
に
対
し
て
、

創
業
に
係
る
経
費
及
び
労
働
者
の

雇
入
れ
を
支
援
す
る
地
域
雇
用
創

造
支
援
事
業（
地
域
創
業
助
成
金
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
給
に
は
、
い
く
つ
か
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
規
に
創
業

を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
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�
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�

　
�
新
規
創
業
支
援
金
〜
創
業
か

ら
６
ヶ
月
以
内
に
か
か
っ
た
設

備
又
は
運
営
に
要
し
た
経
費
の

３
分
の
１
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
�
雇
入
れ
奨
励
金
〜
一
人
当
た

り　

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

３０

�
�
�
�
�
�
�

　
�
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主
で

あ
る
こ
と

　
�
　

歳
未
満
の
非
自
発
的
離
職

６５
者
を
１
人
以
上
含
む
２
人
以
上

を
雇
用
す
る
な
ど
、
ほ
か
に
も

要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
就
職
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
商

工
観
光
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

２
２

４２

７
５
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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渡
島
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

こ
こ
ろ
の
病
や
ス
ト
レ
ス
、
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
、
思
春
期
問
題
で
お

悩
み
の
あ
る
方
の
相
談
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、

渡
島
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
部

子
ど
も
・
保
健
推
進
課

精
神
保
健
福
祉
係

�
（
０
１
３
８
）　

－

９
５
４
７

４７

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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山
火
事
・
野
火
の
発
生
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
山
に
入

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

■
マ
ッ
チ
や
タ
バ
コ
の
火
は
完
全

に
消
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
に
入
っ
て
か
ら
の
た
き
火
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

■
山
火
事
・
野
火
を
発
見
し
た
と

き
は
、
直
ち
に
消
防
署
、
役
場
、

各
支
所
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

�
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�
�
�
�
�
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�

■
造
林
の
地
ご
し
ら
え
な
ど
で
火

入
れ
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
前

日
ま
で
に
役
場
産
業
振
興
課
農

林
グ
ル
ー
プ
に
届
出
を
し
て
許

可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
農
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
豆

が
ら
、
稲
わ
ら
等
に
つ
い
て
は
、

周
辺
に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
畑

の
中
心
に
集
め
る
な
ど
注
意
し
、

焼
却
す
る
と
き
は
、
松
前
消
防

署
、
江
良
出
張
所
、
役
場
、
各

支
所
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
届
出
も
で
き
ま
す
。

■
空
気
が
乾
燥
し
て
山
火
事
・
野

火
の
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件

に
な
っ
た
と
き
は
、
火
入
れ
は

す
べ
て
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８
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■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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.e
-m
a
ts
u
m
a
e
.c
o
m

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
��
�
�
	


�
�


��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�
�
�


�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�
�


�
��
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��


�
���
�
�
���
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


	
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
��
�
�
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
��
�
�
	


	


�
�
�


�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
��
�
�
�
	



�
�
�
�
��
�
�
	


�
�


�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


��
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�


�


�
�
�
�
��
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


�
�
	
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
	

�
�


�
��
�
�


�
�
�
�
�
�
��

�
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
��
�
�

�
�
��
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
�


�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
��
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
��
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
��
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�����
������

�������
���

『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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�����
�����������������
（　）内は前月との比較増減 

������
字静浦　佐藤　謙太
　　　　 川　美和（字静浦）
字博多　宮崎　修二
　　　　河崎　笑子（字博多）
字朝日　杉浦　慎吾
　　　　蓑田　麻尋（字朝日）

�����
字原口　齊 　和子（５５）
字原口　 井　　孟（８１）
字二越　 村　滋子（６１）
字江良　中江　吉江（７４）
字江良　畑山　クメ（８１）
字大津　福井　良治（７０）
字清部　佐々木ミヨ（８６）
字茂草　三上　信弘（８８）
字茂草　堀川　リカ（８９）
字札前　阿部　キネ（９２）
字博多　三浦　昭 （７６）
字白神　滝川　　繁（５９）

������������������������������������������ ����������������������������������������� ����������������������������������������� ����������������������������������������� ��������������������������������������������� �� � � �
　移動町長室は、町長自らが広く町民の皆様方の声を伺うために開設
するものです。
　どうぞお気軽にお越しください。お待ち申し上げております。

�����

　◆　４月１１日（火）　　大島支所　　午後１時～午後３時まで
　◆　４月１９日（水）　　小島支所　　午後１時～午後３時まで
　◆　４月２４日（月）　　大沢支所　　午後１時～午後３時まで
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◇
金
一
封

○
�
橋　

洋
子　

様
（
字
松
城
）

○
柴
田
八
重
子　

様
（
字
福
山
）

�����
字原口　長島　 優  海 （幹伸）

ゆう み

字静浦　山本　 未  兎 （康治）
み と

字荒谷　坂本　 真  香 （寿嗣）
まな か
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